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  三菱重工グループでは，より多くの地域やお客様に新たな価値を提供し，事業領域を拡大す

ることを目指している(1)。一方，市場環境の急速な変化やお客様のニーズの多様化，リソースの制

約により，すべてのお客様に自社単独で迅速に対応することは容易ではない。そこで，当社グル

ープは，製品・サービスをより広く届け，社会に継続的に貢献するための重要な手段としてライセ

ンスを位置付け，ライセンシーとの連携による“ライセンスパートナー”の拡大に取り組んでいる。

本報では，その基本的な考え方と代表的な事例を紹介する。 

  

     

 
 
|1. はじめに 

かつて，三菱重工グループ（以下，当社グループ）も，海外企業から技術供与を受けるライセン

シーであった。図 1 に，当社グループにおけるライセンスビジネスの歩みを示す。その出発点は，

ライセンスインを通じて海外の先進技術を積極的に取り込み，事業基盤を形成することにあった。

さらに，導入した技術を単に利用するだけでなく，そこで得られた知見を基礎として研究開発や改

良を継続し，独自の付加価値を備えた自社技術へと高めてきた。現在では，個別仕様に対応す

る受注品から広く展開される量産品まで，多様な事業・製品群においてライセンスアウトを実施し

ている。一方，一部の事業では現在もライセンスインを活用し，ライセンシーとして高品質なモノづ

くりを続けている。 

このように，当社グループには，ライセンサーとライセンシーという双方の立場で培った経験と

知見が蓄積されている。これらを活かし，一方的な技術供与にとどまらず，双方が持続的にメリット

を享受できる関係，すなわちライセンスパートナーとしての関係構築とその拡大に取り組んでい

る。当社グループが今後も社会に貢献し続けるためには，各国・各産業の市場特性やお客様ニ

ーズを的確に把握する他社，すなわちライセンシーとの連携・協力を一層深めることが不可欠で

ある。こうしたパートナリングにより，単独では到達しにくい地域や市場を含め，より多くのお客様

へのアクセスを実現し，当社グループの製品・サービスと価値を広く届けることが可能となる。 

本報では，アウトバウンド型オープンイノベーションの実践形態の一つであるライセンスパート

ナーとの関係構築について，当社グループの基本的な考え方を述べるとともに，代表的な事例を

通じて，その意義と具体的な取組みを紹介する。 
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 図１ 三菱重工グループのライセンスビジネスの歩み 

  

|2. ライセンスパートナーとの関係構築の考え方 

当社グループは，ライセンスを単なる知的財産の活用手段ではなく，自社技術の社会実装を

促進し，事業成長と社会への価値提供を両立するための戦略的手段と位置付けている。この考

え方の下，各国・各地域の市場やお客様ニーズに精通し，現地における事業基盤，販売網，製

造能力等を有する企業と協働してライセンスパートナーとしての関係を構築することで，製品・サ

ービスの提供領域を広げ，競争力の強化を図っている。 

ライセンスパートナーとの関係構築に当たっては，ライセンサーである当社グループとライセン

シーの双方が，持続的にメリットを享受できる関係を築くことが重要である。そのため，当社グルー

プは，ライセンシーの事業に新たな価値をもたらす技術や知的財産（以下，IP）を提供するととも

に，相互理解と信頼関係に基づく継続的な協働を重視している。 

図 2 に，ライセンスパートナーとの関係構築の一例を示す。これまで当社グループが製品を提

供してきた A 国に加え，B 国や C 国のお客様にも製品を届ける場合，B 国や C 国で既に事業を

展開し，現地の市場環境やお客様ニーズを把握するとともに，必要な製造能力を備えた企業をラ

イセンシー候補として選定する。その上で，当社グループが提供する製造技術や IP が候補企業

にとって十分な価値と魅力を有しているか，また，その活用が候補企業の事業拡大や競争力の

向上に寄与するかといった観点から，連携の可能性を検討する。双方の事業にメリットがあり，中

長期的な協働が可能であることを確認した上で，合意に基づきライセンスパートナーとしての関係

を構築する。さらに，より多くのお客様へアクセスして新たな価値を届けるため，例えば B 国のライ

センシーを通じて，近隣の D 国にも製品を提供する場合もある。 

ライセンス契約の締結後は，ライセンシーが対象技術を活用した事業を速やかに立ち上げ，品

質を確保しながら安定的に継続できるよう，必要に応じて技術指導や製造支援等の技術サポート

を行う。また，事業の円滑な立上げや製品の品質・性能の維持を目的として，一部の主要部品を

ライセンサーである当社グループが供給する形態を採ることもある。こうした支援を通じて，技術ラ

イセンスの実効性を高めるとともに，ライセンシーとの連携を強化している。 

この取組みにより，当社グループは，自社単独では十分にアプローチできなかった地域やお

客様にも，製品・サービスを提供することが可能となる。一方，ライセンシーは，自らが有する販路

や製造能力と当社グループの技術や IP を組み合わせることで，自社事業の拡大や新たな市場

への参入を図ることができる。さらに，技術サポートや継続的な交流を通じて相互の信頼を深める

ことで，長期的な協働関係の形成にもつながる。加えて，当社グループは，お客様の声を直接，

またはライセンシーを通じて把握し，そこから得られたニーズを新たな価値の創出に活かしてい

る。創出した価値を，ライセンスパートナーを通じて広くお客様に届けることで，パートナー全体の

競争力を高めながら，社会への継続的な貢献を目指している。 

このように，ライセンスパートナーとの関係構築は，社内で生み出した技術や IP を外部の企業
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に展開し，その事業基盤を活用して社会実装を加速する，アウトバウンド型オープンイノベーショ

ンの一類型である。ライセンシーが有する現地ネットワークや事業遂行力を活かすことで，より多く

のお客様へのアクセスを可能とし，当社グループの技術が生み出す価値を，より広く社会に届け

ている。 

 

 

 図２ ライセンスパートナーとの関係構築例 

  

|3. ライセンスパートナーの事例紹介 

以下では，当社グループがこれまでに関係構築してきたライセンスパートナーの中から，代

表的な事例を取り上げ，その取組みの概要を紹介する。 

3.1 大型ガスタービン 

2003 年，当社グループは，中国三大重電機器メーカーの一つである東方電気集団有限公司

のタービン事業会社の東方汽輪機有限公司（以下，東方タービン社）に対し，大型ガスタービン

のライセンス供与を開始した。その後，ライセンス供与機種を順次拡充し，2024 年には東方ター

ビン社のライセンス対象機の累計受注台数が 150 台に到達した(2)。 

東方タービン社が当社グループの設計に基づいて製造した大型・高効率ガスタービンは，中

国における電力需要の増加への対応と電力発展に寄与するとともに，エネルギー効率の向上及

び環境負荷の低減にも貢献している。 

当社グループと東方タービン社は，ライセンス供与の開始以来，互いの立場を尊重しながら協

力を継続し，良好な信頼関係を築いてきた。この長期にわたる関係が，中国市場におけるお客様

の信頼をも築き上げ，受注実績の着実な積上げと中国国内トップシェアにつながっている。本事

例は，ライセンサーとライセンシーが相互の強みを活かし，事業の発展と社会への価値提供を実

現してきたライセンスパートナーの代表例である。 

3.2 舶用デッキクレーン 

2000 年代に入り，中国の造船業が急速に発展し，ばら積み船の建造量増加に伴って，舶用デ

ッキクレーンの需要拡大が見込まれた。こうした市場環境を踏まえ，当社グループは 2008 年，江

蘇政田重工股份有限公司（以下，江蘇政田）に舶用デッキクレーンのライセンス供与を開始し，

2009 年から当社グループの技術支援のもと，江蘇政田が製造する高品質なデッキクレーンを中

国の造船所向けに提供している(3)。 

その後も両社は連携を深め，中国市場におけるシェアを急速に拡大した。その結果，三菱ブラ
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ンドの舶用デッキクレーンは世界シェア 1 位を実現している。 

舶用デッキクレーンは，技術的には成熟した製品である。一方，ライセンシー及びお客様が，

当社グループブランドの実績と品質に価値を認めていることが，ライセンスパートナーとの関係構

築と成功を支える重要な要因となっている。本事例は，当社グループの技術・ブランドと，ライセン

シーの現地事業基盤を組み合わせ，市場拡大につなげた代表例である。 

3.3 MET 過給機 

当社グループは，韓国，中国及び日本の企業に対して MET 過給機の製造・販売ライセンスを

供与し，当社グループブランド製品のシェア拡大を図ってきた。2022 年には，株式会社三井 E&S

（以下，三井 E&S）と MET 過給機の製造・販売ライセンス契約を締結し，その後，ライセンス対象

の MET 過給機は累計生産 100 台を達成している(4)。 

契約締結時，三井 E&S は，ドイツ企業との過給機ライセンス契約に基づき，累計 4000 台を超

える対象過給機を製造・販売していた。当社グループとのライセンスパートナーとしての関係構築

により，三井 E&S は，MET 過給機を新たに自社製過給機のラインアップへ加え，より適切な過給

機を選定・提案できる体制を整えた(5)。本事例は，当社グループの製品・技術と，ライセンシーが

長年培ってきた製造・販売の経験を組み合わせることで，製品ラインアップの拡充と市場への提

供価値向上を実現したライセンスパートナーの一例である。 

3.4 ごみ焼却炉 

世界最大規模の人口を有する中国では，環境に配慮した廃棄物処理へのニーズが一層高ま

っている。当社グループは，2009 年以降，ごみ焼却炉をはじめとする廃棄物・汚泥処理分野にお

いて現地企業と技術ライセンス契約を締結し，保有技術の中国市場への展開を進めてきた。 

2020 年に中国で運転を開始した新型ごみ焼却炉である低熱灼減量対応 V 型ストーカ式廃棄

物焼却炉（以下，V 型ストーカ炉）は，当社グループにとって初号機の実績となった(6)。同時に，本

件は，お客様である瀚藍工程技術有限公司（以下，瀚藍工程）をライセンシーとして技術供与を

行う初めての事例でもあった。実績のない新技術を市場へ投入することは，当社グループと瀚藍

工程の双方にとって大きな挑戦であったが，両社が連携して取り組むことにより，V 型ストーカ炉

の初号機実績を実現した。 

その後，瀚藍工程は，このライセンスパートナーとしての関係構築を足掛かりとして，中国国内

における V 型ストーカ炉事業を伸長させている。本事例は，現地企業との協働により新技術の市

場投入に伴う課題を乗り越え，初号機の実績獲得とライセンシーの事業拡大につなげたライセン

スパートナーの一例である。 

3.5 CO2 回収技術 

当社グループは，1990 年から関西電力株式会社と共同で，燃焼排ガスから CO2 を回収する技

術の開発に取り組み，独自技術を確立してきた。本技術を適用した商用プラントは世界各地で納

入実績を有しており，当社グループが自ら EP（C）を遂行するほか，各地域・産業に強みを持つパ

ートナーやお客様へのライセンス供与を通じて，事業を展開している。 

パートナーへのライセンス供与の例として，近年では，世界的なエンジニアリング会社であるイ

タリアの Saipem S.p.A.（以下，サイペム社）と包括ライセンス契約を締結した(7)。サイペム社は，石

油・ガス分野を中心に，プラントの設計，調達，建設及びプロジェクト管理等を手掛けており，グロ

ーバルな事業基盤，先進的かつ革新的なエンジニアリング技術，ならびに豊富な納入実績を有

している。 

また，総合エンジニアリング企業として幅広い分野でプラントの EPC を手掛け，インフラの取りま

とめを含む豊富な実績と高いエンジニアリング力を有する千代田化工建設株式会社とも，日本国

内向け CO2 回収プロジェクトを対象とした包括ライセンス契約を締結した(8)。 

このように，当社グループは世界各国の企業とライセンスパートナーとしての関係を構築し，自

社の CO2 回収技術と，ライセンシーが有するエンジニアリング力及び事業基盤を組み合わせるこ
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とで，各ライセンシーが強みを持つ領域への展開を図っている。今後も，さらなる需要拡大が見込

まれる地域において CO2 回収プラントの普及を進め，温室効果ガス排出量の削減に地球規模で

貢献することを目指している。 

|4. まとめ 

当社グループは，ライセンサーとライセンシー双方の立場で培った経験を活かし，ライセンスを

自社技術の社会実装と事業成長を促進する戦略的手段として活用している。各地域の市場やお

客様ニーズに精通し，製造面にも強みを持つ企業と，相互利益と信頼に基づくライセンスパート

ナーとしての関係を構築することで，単独では到達しにくい地域やお客様へのアクセスが可能と

なる。 

各事例から，当社グループの技術・IP・ブランドと，ライセンシーの販路，製造能力，事業遂行

力を組み合わせることが，より多くのお客様への価値提供に有効であることが確認された。 

今後は，既存の協働関係を一層強化するとともに，新たな協働関係の構築に向け，双方にとっ

て価値と魅力のある技術を継続的に創出することが課題となる。こうした取組みを通じて，ライセン

スパートナー全体の競争力を高め，より多くのお客様に価値を届けるとともに，社会課題の解決

に貢献するアウトバウンド型オープンイノベーションを持続的に発展させていく。 
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